
2017 年度岸保・立平賞の受賞者決まる  
 
受賞者：石原正仁（元気象庁）  
業績：リモートセンシングシステムの導入による新し

い観測システムの構築と社会実装に関わる功績  
選定理由：  
石原正仁氏は，気象庁気象研究所台風研究部におい

て，気象研究所が有する C バンドドップラーレーダー
と可搬型 X バンドドップラーレーダーを組み合わせ，
関東における台風降雨帯や雷雲の観測と内部構造の解

析を行った．さらに，可搬型 X バンドドップラーレー
ダーを沖縄・九州や北陸地方に移設して，台風・梅雨

前線の降雨帯，豪雪などの観測・解析を実施するなど，

我が国におけるドップラーレーダーを用いた観測的研

究の黎明期において，数多くのフィールドプロジェク

トを主導した．  
これらの研究で蓄積した知識，技術力を背景に，気

象庁観測部への異動後は，気象庁の業務に初めて導入

するドップラーレーダーの仕様検討・整備を担当し，

関西空港への第一号機，成田空港への第二号機の導入

に大きく貢献した．その後，空港用ドップラーレーダ

ーは国内９空港に整備され，低層ウインドシヤーの監

視・情報発表に活用され，航空機の安全運航に大きく

寄与している．さらに，これら空港用ドップラーレー

ダーの技術は，その後の一般用気象レーダーのドップ

ラー化更新に活用され，メソサイクロンの検出による

竜巻注意情報や竜巻発生確度ナウキャストを通し，突

風災害軽減，並びにメソ数値予報の精度向上に大きく

貢献している．  
さらに石原氏は，我が国で初めてとなるウインドプ

ロファイラー網の全国整備を担当し，全国的な観測網

のデザイン，詳細な技術仕様の検討，電波申請への対

応と総務省との調整，運用開始後の整備指導，観測デ

ータの品質管理と品質向上などに幅広く取り組み，世

界的に見ても先進的なウインドプロファイラー網の確

立に大きく貢献した．このウインドプロファイラー網

は，国土全体をカバーしているだけでなく，データ品

質の高さと稼働率の高さで，国際的にも非常に高い評

価を受けており，実況監視に活用されるとともに，数

値予報モデルにも取り込まれ，降水予測の精度向上に

大きく寄与している．  
このように，石原氏は，リモートセンシングシステ

ムを気象庁の業務に取り込むことで新たな観測網を構

築し，それらにより観測されたデータを活用すること



で実現した新たな情報発表や予報精度の向上などの社

会実装に大きく貢献した．  
以上の理由により，日本気象学会は石原正仁氏に

2017 年度岸保・立平賞を贈呈するものである．  
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受賞者：明星電気 (株 )  高層気象グループ（代表  清水
健作）  

業績：多様な高層気象観測用ゾンデと各種センサーの

開発によりわが国の気象観測と学術研究を支えてき

た功績   
選定理由：  
近年の大気科学の様々な分野における高層観測需要

の高まりに呼応し，清水健作氏を中心とする明星電気

高層気象グループは，若手研究者でも購入できる低価

格で柔軟な運用が可能なゾンデ受信システムを開発し

てきた．これにより，多数の受信機を用いた台風など

の高頻度ゾンデ観測や，船舶からの高頻度ゾンデ観測

が可能となった．同様に雲・降水粒子の画像を観測す

る雲粒子ゾンデ（HYdrometeor  VIdeo  Sonde；HYVIS）
の低価格でポータブルな受信機を開発することで，

HYVIS や降水粒子観測用ビデオゾンデの連続放球，多
地点同時放球，移動観測を可能にし，レーダーなどの

リモートセンシングとの連携観測の発展に貢献した．

HYVIS 本体については低価格化とともに誰にでも観
測できるような高い操作性を実現することで，その利

用を大きく広げた．実際，京都大学や JAXA をはじめ
とする多くの研究機関で利用され，多様な観測が行わ

れている．  
雲粒子ゾンデ HYVIS や従来のラジオゾンデ以外に
ついても，多種多様な特殊ゾンデの開発を行ってきた．

研究者との密接な連携の下，グループ内の係員が国内

大学院において研鑽を積み，大学院修了者を積極的に

受入れることで現場のニーズを的確に把握し，オゾン

ゾンデ，二酸化炭素ゾンデ，水蒸気ゾンデなど大気微

量 成 分 を 測 定 す る ゾ ン デ ， CPS（ Cloud Partic le  
Sensor），さらに近年大きな問題となっている大気中



のβ線とγ線の放射線強度を測る放射能ゾンデ，エア

ロゾルサンプラーなど，研究者のニーズに応えるさま

ざまな特殊ゾンデを次々と開発した．二酸化炭素ゾン

デについては，低コストで高精度測定可能なセンサー

開発に成功しており，これにより詳細な二酸化炭素の

吸収・放出の解析を可能とした．水蒸気ゾンデはフロ

ンを使わずに成層圏までの水蒸気を測定できるものを

開発し，今後フロンを使えなくなっても観測ができる

ようにした意義は大きい．さらにこれらの特殊ゾンデ

を容易に利用可能とする受信システムも開発し，大学

や研究機関は多様な研究観測を実施できるようになっ

た．このように，様々な特殊ゾンデと受信システムの

開発を通し，大気大循環，大気力学，大気化学，雲・

降水物理，大気放射などの広い学問分野において，わ

が国の高層気象観測に大きく貢献してきている．   
並行して，気象庁や研究者と協調しながら，風向，

風速，温度，湿度，気圧などを測定するセンサーの高

精度化と応答速度の高速化，GPS に基づく正確な位置
計測システムの導入，通信システムの高度化など，様々

な改良を継続的に行ってきた．特に世界的に見ても非

常に高性能の温度センサーを大学研究者とともに開発

した点は特筆に値し，WMO の 2010 年のラジオゾンデ
比較観測で “非常に信頼度の高いセンサー ”（基準セン
サーに相当）としての役割を果たした（ Nash et  al .  
2011；WMO/TD-No.1580）．また，ラジオゾンデ本体
の小型化・軽量化や環境適応型素材を用いたラジオゾ

ンデの開発など，測定機器以外の部分の開発も精力的

に行っている．これらにより高層気象観測の精度向上

や進展が図られ，環境監視技術や数値予報精度の向上

などが実現することで，その社会への寄与は極めて大

きいものといえる．  
 このように，明星電気高層気象グループは，高層観

測に必要な各種センサーやゾンデの継続的な開発，改

良を通し，わが国の高層気象観測に大きく貢献してき

た．  
以上の理由により，日本気象学会は明星電気高層気

象グループに 2017 年度岸保・立平賞を贈呈するもの
である．  
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